
「大学入学希望者学力評価テスト（仮称）」の記述式の実施方法・時期のイメージ（たたき台）

１２月 １月 ２月 ３月１１月

個別学力検査（実施：２月１日～）

ＡＯ入試

推薦入試

＜問題イメージ＞
出題できる問題数・文字数が極めて限定的

案１（１月実施案：センター採点）

※現行のセンター試験利用の国公立のAO・推薦、
私立の一般入試等の合格発表時期に留意

1月

高
校
定
期
考
査

12月上旬

国
公
立
大
学
へ
の
成
績
提
供
（２
月
２
日
～
）

私
立
大
学
へ
の
成
績
提
供
（１
月
31
日
～
）

文
化
祭

体
育
祭

９～１０月頃

採点期間（注）

約１５日～２５日
（＊）

記
述
式

・国公立のＡＯ・推薦

・私立の一般入試等
合格発表

結
果
提
供

2月初旬頃

国
公
立
前
期
試
験
（
２
月
25
日
～
）

国
公
立
後
期
試
験
（
３
月
12
日
～
）

国
公
立
前
期
合
格
発
表
（
３
月
１
日
～
３
月
10
日
）

（※

国
立
は
６
日
～
）

国
公
立
後
期
合
格
発
表
（
３
月
20
日
～
３
月
24
日
）

国
公
立
第
一
段
階
選
抜
結
果
発
表
（２
月
10
日
）

高
校
卒
業
式
（３
月
上
旬
）

公
立
中
期
試
験
（
３
月
８
日
～
）

公
立
中
期
合
格
発
表
（
３
月
20
日
～
３
月
23
日
）

【採点期間の前提条件（案１、案２）】
◆実働800人／日
◆受験者数は最大53万人を想定
◆各正答条件を2名で採点
◆採点作業はクラスタリングを使用
※採点業務は民間の活用を想定しており、不確定
要素もあるため、採点期間は変動する可能性。

12月

＜問題イメージ＞
一定の問題数・文字数を出題

案２＜１２月実施案：センター採点＞
採点期間（注） 約３０～４０日程度

＊年末・年始の期間を除く

記
述
式

結
果
提
供

2月初旬

国
立
大
学
の
Ａ
Ｏ
・
推
薦
入
試
の
合
格
発
表

（
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
）（
２
月
10
日
ま
で
）

＜問題イメージ＞
問題数・文字数・作問内容を柔軟に設定すること
が可能

案３（１月実施案：センター・大学共同採点）

1月

記
述
式

2月上旬頃

（注） 採点期間には、採点の事前・事後の、採点基準の確定、研修、成績提供準備等に係る期間を含む。

センターがデータを
処理する期間
約２０日～（＊）

国
公
立
前
期
・
後
期
出
願
受
付

（
１
月
25
日
～
２
月
３
日
）

【共同採点の仕組み（案３）の一例】
◆センター：採点基準作成、一定の処理（クラスタリング、形式面での確認等）
◆利用大学：内容面の採点、判定
※採点に係る役割分担について、今後、大学関係者等と調整

（＊） 実施時期を早めたり、結果提供の時期を遅らせることも検討。

デ
ー
タ
提
供

※現行の入試区分や入試日程等をもとに作成（大学入学者選抜実施要項上の区分の在り方等について見直しを検討中）

各大学採点

平成28年8月31日公表
「高大接続改革の進捗状況について」

(別添資料2 別紙5)
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参考資料１



○ 大学入学者選抜においては、現行の高等学校学習指導
要領において、知識・技能を活用して課題を解決するため
に必要な思考力・表現力等を育むため、言語活動（例：説
明、論述、討論等）を重視していることを考慮する必要。

○ このことは、初年次教育の効果的な実施など大学教育改
革にも寄与。

１．記述式の導入趣旨

○
新
テ
ス
ト
の
実
施
方
針
で
左
記
の
取
扱
い
を
提
示

○ センターが形式面（字数・引用等）を確認するとともに、各大
学に答案・採点基準と併せ提供。各大学の判断で採点・活用。

○ センターが段階別表示まで行い、各大学に答案と併せ提
供。各大学で確認・活用。
※評価すべき能力の測定、採点可能性、識別力の観点を踏まえつつ、実現
可能性について、フィージビリティ検証等を通じて見極めていく。

パターン１：センターが形式面を確認、各大学が採点

パターン２：センターが段階別表示、各大学で確認
※実現可能性について、更に検討が必要

「大学入学希望者学力評価テスト（仮称）」の記述式（国語）の実施イメージ（検討中の案）①

○ 各大学が共通テストの記述式の採点を
行う案（いわゆる第３案）は、限られた期
間の中で実施でき、作問内容の柔軟な設
定が可能となるなどの点で優れた選択肢。

○ 一方、上記１．の趣旨を実現するため
には、大学の負担・体制や私立大学の入
試日程、個別選抜との関係等も考慮しつ
つ、多くの大学が共通テストの記述式を
活用できる選択肢も用意する必要。

２．共通テストの記述式について

＜共通テスト＞
○ 左記の趣旨を実現するためには、各大学が個別試験で学習指導

要領の内容を踏まえた記述式試験を全受験生に実施することが望
ましいが、国立大学の個別試験でも記述式が約４割にとどまってい
る現状を踏まえ、各大学の負担をより少なくし、幅広く利用できるよ
うにするため、共通テストでの出題を検討しているところ。

＜個別選抜＞

○ 各大学の個別選抜においては、共通テストの積極的な活用を図
るとともに、現行の高等学校学習指導要領を踏まえ、作問の改善
や小論文等の導入を図ることが重要。

○
共
通
テ
ス
ト
の
記
述
式
の
活
用
を
促
進

平成28年11月4日
国立大学協会との意見交換会

配付資料

※平成３２年度以降、作題や採点の知見の積み重ねにより、作題の工夫、採点精度、識別力の一層の向上を図る。
※平成３６年度以降は、平成３２年度からの実施状況やＣＢＴ等の技術開発の状況等を踏まえつつ、更なる改善を図る。
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各大学の判断で採点・活用

記述式問題の実施【国語】イメージ（検討中の案）

１月 ２月 ３月

個別学力検査（実施：２月１日～）

（
マ
ー
ク
シ
ー
ト
）

国
公
立
大
学
へ
の
成
績
提
供（２

月
２
日
～
）

私
立
大
学
へ
の
成
績
提
供
（１
月
31
日
～
）

国
公
立
後
期
試
験
（
３
月
12
日
～
）

国
公
立
後
期
合
格
発
表
（
３
月
20
日
～
３
月
24
日
）

公
立
中
期
試
験
（
３
月
８
日
～
）

公
立
中
期
合
格
発
表
（
３
月
20
日
～
３
月
23
日
）

国
公
立
前
期
・
後
期
出
願
受
付

（
１
月
23
日
～
２
月
１
日
）

国
公
立
前
期
第
一
段
階
選
抜
結
果
発
表

（
２
月
８
日
）

国
立
大
学
の
Ａ
Ｏ
・推
薦
入
試
の
合
格
発
表

（セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
）（２
月
８
日
ま
で
）

国
公
立
前
期
試
験
（
２
月
25
日
～
）

国
公
立
前
期
合
格
発
表
（
３
月
１
日
～
３
月
10
日
）

（※

国
立
は
６
日
～
）

パターン２

パターン１

・大学の負担を考慮しつつ、フィージビリティ検証等を通じて
明確化。パターン２より文字数の多い問題を検討。

結
果
提
供

各大学で確認・活用

国公私立

各大学で確認・活用

国公立

各大学で採点の上活用
※日程等は、平成２９年度試験を基に作成

○ 国語の問題冊子の中にマーク式問題，記述式（パターン１及びパターン２）を盛り込む
○ 受験生は各大学のセンター試験利用科目（受験要件）に従い解答
○ パターン１及び２の組合わせという方途もありえる

新
テ
ス
ト
実
施
（
記
述
式
問
題
含
む
）

デ
｜
タ
提
供

ＡＯ入試・推薦入試

デ
｜
タ
提
供

私立・国立ＡＯ・推薦（一部）

※希望する大学には早期に画像データ化した答案を提供

・フィージビリティ検証等を通じて明確化。短文記述式の問題（例え
ば、８０字以下程度の問題）を検討（４０字程度の問題を２問出題す
ることも検討）。

1/13、14

13日以降の最初の土日
→前倒しの可能性を検討

2/3頃

1/31頃

■センターが段階別表示、各大学で確認
：２０日程度

■センターが形式面を確認、各大学が採点
：２０日程度

※  平成32年度以降，作題や採点上の知見の積み重ねにより，作題の工夫，採点精度，識別力の一層の向上を図る。
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記述式問題の実施【数学】イメージ（検討中の案）

１月 ２月 ３月

個別学力検査（実施：２月１日～）

（
マ
ー
ク
シ
ー
ト
）

国
公
立
大
学
へ
の
成
績
提
供（２

月
２
日
～
）

私
立
大
学
へ
の
成
績
提
供
（１
月
31
日
～
）

国
公
立
後
期
試
験
（
３
月
12
日
～
）

国
公
立
後
期
合
格
発
表
（
３
月
20
日
～
３
月
24
日
）

公
立
中
期
試
験
（
３
月
８
日
～
）

公
立
中
期
合
格
発
表
（
３
月
20
日
～
３
月
23
日
）

国
公
立
前
期
・
後
期
出
願
受
付

（
１
月
23
日
～
２
月
１
日
）

国
公
立
前
期
第
一
段
階
選
抜
結
果
発
表

（
２
月
８
日
）

国
立
大
学
の
Ａ
Ｏ
・推
薦
入
試
の
合
格
発
表

（セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
）（２
月
８
日
ま
で
）

国
公
立
前
期
試
験
（
２
月
25
日
～
）

国
公
立
前
期
合
格
発
表
（
３
月
１
日
～
３
月
10
日
）

（※

国
立
は
６
日
～
）

結
果
提
供

各大学で確認・活用

国公私立

各大学で確認・活用

○ 数学の問題冊子の中にマーク式問題，記述式を盛り込む

新
テ
ス
ト
実
施
（
記
述
式
問
題
含
む
）

ＡＯ入試・推薦入試

・フィージビリティ検証等を通じて明確化。３問程度（数式など）
を検討。

1/13、14

13日以降の最初の土日
→前倒しの可能性を検討

2/3頃

■センターが段階別表示、各大学で確認：２０日程度

※  平成32年度以降，作題や採点上の知見の積み重ねにより，作題の工夫，採点精度，識別力の一層の向上を図る。

※日程等は、平成２９年度試験を基に作成
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「大学入学希望者学力評価テスト（仮称）」の記述式（国語）の実施イメージ（検討中の案）②

パターン１ パターン２

○センターが形式面を確認、各大学が採点 ○センターが段階別表示、各大学で確認
※実現可能性について、更に検討が必要

内
容
面

１．問題の類型（主なもの）
○本文の内容を基に考えを文章化する問題

（より深く能力を問う問題）
○本文の内容を基に考えを文章化する問題

（基盤的な能力を問う問題）

２．評価すべき
能力の測定

解答させる内容（問
題の例）と資質・能
力、出題型式との
関係について（たた
き台）

○テクストの全体的な精査・解釈によって解答する問題だけでなく、それによって得られた情報を編集・操作して解
答する問題
※特に、「論理（情報と情報の関係性）の吟味・構築」や「情報を編集・操作する力」の評価を重視

（例） ・テクスト全体の論旨を把握し、目的に応じて必要な情報を付加、統合して比較したり関連づけたりして論じる。
・複数のテクストの妥当性を吟味し、情報を統合・構造化して論ずる。

３．採点可能性

素材選定の工夫

○論理的な内容を題材にした説明、論説等
○新聞記事・社説、会議等の記録、実務的な文章（取扱説明書、報告書、提案書等）、法律の条文等
○統計資料（図表・グラフ）

（例）・問題イメージ例（交通事故問２：８０～１００字） （例）・問題イメージ例（交通事故問１：４０字）

出題・解答のパ
ターンの工夫

○解答に当たって使用すべき用語・表現の一部を指定。例：名詞、主語・述語、文末表現、類語
○対話文・説明文の一部分を抜き書きで解答させる。例：「文章の□に入る適切な内容を書きなさい。」
○設問の中で情報間の関係性を提示して解答させる。例：「原因」又は「結果」に当たる部分を記述させる。

「Ａについて、Ｂと比較して考えを述べなさい。」

採点者との関係

○大学向けの採点基準（内容面）の提供

○国語の専門家以外の者（例：人文学以外の教員、高校
の退職校長・教員など）も採点可能な内容

○国語の専門家以外の者（例：民間事業者）も採点可
能な内容

４．識別力 ○中～高難易度 ○中難易度

５．文字数・問題数

○上記の点や大学の負担を考慮しつつ、フィージビリティ
検証等を通じて明確化。パターン２より文字数の多い問題
を検討。

○上記の点を考慮しつつ、フィージビリティ検証等を通
じて明確化。短文記述式の問題（例えば、８０字以下
程度の問題）を検討（４０字程度の問題を２問出題す
ることも検討）。

※平成３２年度以降、作題や採点の知見の積み重ねにより、作題の工夫、採点精度、識別力の一層の向上を図る。
※平成３６年度以降は、平成３２年度からの実施状況やＣＢＴ等の技術開発の状況等を踏まえつつ、更なる改善を図る。
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「大学入学希望者学力評価テスト（仮称）」の記述式（国語）の実施イメージ（検討中の案）③

パターン１ パターン２

○センターが形式面を確認、各大学が採点 ○センターが段階別表示、各大学で確認
※実現可能性について、更に検討が必要

実
施
方
法
面

６．出題方法
出題科目「国語」の中で、マークシート式の設問と一体的な問題構成、又は、記述式のみの設問
とすることを検討。

７．試験時間 現行８０分の試験時間の延長も検討。

８．実施時期
現行の「１月１３日以降の最初の土日」の設定について、前倒しの可能性を検討。
※受験生側の状況や、年末年始の輸送、大学でのテスト問題の保管体制等を踏まえながら検討

９．センターの処理期間等
２０日程度（民間事業者を活用）
※希望する大学には、早期のデータ提供を検討

２０日程度（民間事業者を活用）

10．センターからの提供データ

○画像データ化した答案
○センターの確認基準（形式面）
○大学向けの採点基準（内容面）
○形式面の確認データ

○画像データ化した答案
○センターの採点基準
○段階別表示のデータ

11．提供開始時期

現行の「私立１月３１日」「国公立２月２日」の設
定（平成２９年度入試の場合）について、数日後ろ倒しの可
能性を検討。
※希望する大学には、早期のデータ提供を検討
※マークシート式の結果については現行通り

現行の「私立１月３１日」「国公立２月２日」の
設定（平成２９年度入試の場合）について、数日後ろ倒し
の可能性を検討。
※マークシート式の結果については現行通り

12．大学での体制
大学教員（人文学以外の教員も含む）又は外部
人材（高校の退職校長・教員など）で採点。

大学教員等で確認。
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記述式に関する大学への提供データの範囲【国語】（イメージ）【検討中の案】

採点基準

採点可能項目

問題のねらい

解答例

答案（画像データ）

※採点については、採点者による採点（目視採点）を行うことを想定。

採点効率化のための一定の処理
（クラスタリング等）

採点基準等を用いた条件ごとの採
点結果(条件適合性の確認)

段階別表示

【
参
考
】

試
験
に
お
け
る

の

の

※

答
案
に
つ
い
て
は
、

か
ら

さ
れ
、

か
ら

の

へ

提
出

【
イ
メ
ー
ジ
】
新
テ
ス
ト
に
お
け
る
記
述
式
解
答
の
大
学
へ
の
提
供
範
囲

Ⅰ．

Ⅱ．

Ⅲ．

Ⅳ．

Ⅴ．

Ⅵ．

Ⅶ．
※ 誤字・脱字や文法表現の適切性については共通試験の採点

になじまない可能性がある（国語）。

形式確認

・文字数

・必須ワード
本文引用
など

内容（解答要素）確認

・結論が適切か

・根拠、理由が適切か等

（センターが段階別表示まで行う場合）

各大学で確認・活用
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構造と内容の把握 精査・解釈

知識・技能
（略）

【創造的・論理的思考の側面】
　➢情報を多角的・多面的に精査し構造化する力
　 ・推論及び既有知識による内容の補足、精緻化
   ・論理（情報と情報の関係性：共通－相違、原因－結果、具体－抽象等）の吟味・構築
   ・妥当性、信頼性等の吟味
　➢構成・表現形式を評価する力
【感性・情緒の側面】
  ➢言葉によって感じたり想像したりする力、感情や想像を言葉にする力
　➢構成・表現形式を評価する力
【他者とのコミュニケーションの側面】
  ➢言葉を通じて伝え合う力
   ・相手との関係や目的、場面、文脈、状況等の理解
　 ・自分の意思や主張の伝達
　 ・相手の心の想像、意図や感情の読み取り
　➢構成・表現形式を評価する力

考えの形成・深化（情報の編集・操作）
　➢考えを形成し深める力
　・情報を編集・操作する力

考えの形成・深化（知識・経験との統合）
　➢考えを形成し深める力
　・新しい情報を、既に持っている知識や経験、感情に統合し構
造化する力
　・新しい問いや仮説を立てるなど、既に持っている考えの構造
を転換する力

①テクストの部分の把
握・理解

構造や内容の把握して、テクストに挿入すべき語句を
答える

構造や内容の把握して、テクストに挿入すべき語句を答える

構造や内容の把握して、テクストの内容を答える 構造や内容の把握して、テクストの内容を答える

テクストの中における、比喩表現の示す内容を答える テクストの中における、比喩表現の示す内容を答える

テクストの中における、抽象的表現や難しい表現の意
味内容を答える

テクストの中における、抽象的表現や難しい表現の意味内容を答える

テクストの特定の場面における登場人物の心情、ある心情に基づく言動を答える

②テクストの全体の把
握・理解

テクストにおける筆者の主張とその主張の理由・根拠を説明する

テクストに表現された事物について、目的・場面・文脈・状況等を説明する

テクストの会話や表現等に着目して、登場人物の心情の変化等を説明する

テクストを通じて対比されている事項について考察し、共通点や相違点について説明する

目的に応じてテクスト全体を要約し、論旨に沿って説明する

③情報の編集・操作 テクスト全体の論旨を把握し、推論による内容の補足をして、筆者の主張について論じる
テクスト全体の論旨を把握し、推論による内容の補足をして、
筆者の主張について論じる

テクスト全体の論旨を把握し、既有知識や経験による内容の精緻化を行って論じる
テクスト全体の論旨を把握し、既有知識や経験による内容の精
緻化を行って論じる

テクスト全体の論旨を把握し、目的に応じて必要な情報を付加、統合して比較したり、関連
づけたりして論じる

テクスト全体の論旨を把握し、目的に応じて必要な情報を付
加、統合して比較したり、関連づけたりして論じる

複数のテクストの妥当性を吟味し、情報を統合・構造化して論じる
複数のテクストの妥当性を吟味し、情報を統合・構造化して論
じる

④自分の考えとの統合 テクストにおける筆者の主張を踏まえつつ、自分の考えを形成して論じる
テクストにおける筆者の主張を踏まえつつ、自分の考えを形成
して論じる

テクストに示された図表等の情報を分析した上で、仮説を立てて、自分の考えを論じる
テクストに示された図表等の情報を分析した上で、仮説を立て
て、自分の考えを論じる

テクストの論旨を踏まえて、既有知識・経験を具体的に挙げながら、自分の考えを論じる
テクストの論旨を踏まえて、既有知識・経験を具体的に挙げな
がら、自分の考えを論じる

テクストを踏まえて、テクストと自分自身との関わりについて考えたり、想像したりして、自
分の考えを形成して論じる

テクストを踏まえて、テクストと自分自身との関わりについて考
えたり、想像したりして、自分の考えを形成して論じる

※解答させる内容と資質・能力、出題型式との関係は、代表的な例を挙げているものであり、問い方や場面等によっては別の出題型式等で問う可能性もあり得る。

【国語】解答させる内容（問題の例）と資質・能力、出題形式との関係について（たたき台）

考えの形成・深化

（
記
述
式
の
場
合

）

※テクストの部分的な内
容を把握・理解して解答
する問題

※テクストの全体的な精
査・解釈によって解答す
る問題

（
記
述
式
の
場
合

）

※テクストの全体的な精
査・解釈によって得られ
た情報を編集・操作して
解答する問題
（テクストの内容を基に
考えを文章化する問題）

※テクストの全体的な精
査・解釈を踏まえ、自分
の考えと統合・構造化し
て解答する問題

テ
ク
ス
ト
の
内
容
（
筆
者
の
考
え
な
ど
）

を
説
明
す
る
問
題

①選択式・短答式

②選択式・条件付記述式

③選択式・条件付記述式

④自由記述式・小論文

○テクストに書かれていること（構造や内容）を把握・理解する

○テクストの情報について答える

○テクストを全体的に把握・理解して、精査・解釈を行う

○テクストに示された情報と情報の関係性を吟味する等、精査・解釈して答える

○テクストの全体的に把握・理解し、精査・解釈を踏まえて、情報を編集・操作して、考えを形成し深める

○テクストの情報を多角的・多面的に精査し構造化したり、構成・表現形式を評価したりする等の精査・解

釈によって得られた情報を操作・編集し、テクストの内容を説明する

○テクストの全体的な精査・解釈を踏まえ、自分の考

えと統合・構造化して、考えを形成し深める

○（テクストの情報を用いつつ、）自分の考えを論じる

平成２８年８月３１日公表
「高大接続改革の進捗状況について」
（別添資料２ 別紙３①）

考
え
を
文
章
化
す
る
問
題
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本文

(評論、小説等)
選択肢

【設問】

筆者の考えを説明する
選択肢を選ぶこと

選択肢を選んで解答

文章を作成して解答
本文

(評論、小説等)

【設問】

筆者の考えを説明する
文章を作成すること

理解 表現

本文

(新聞記事、統
計資料、複数の
論説文等)

【設問】

本文の内容を基に考え
を文章化すること

文章を作成して解答 理解 (立論) 表現

理解

「大学入学希望者学力評価テスト（仮称）」における記述式の導入について（イメージ案）

●選択式 ： 設問に添ってふさわしい選択肢を選ぶ問題

●記述式 ： 傍線部が意味する内容（筆者の考えなど）を説明する問題

●新しいタイプの記述式 ： 本文の内容を基に考えを文章化する問題

補足資料

8■9■
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